
広　報 へ　　き

年
金
だ
よ
り

こ

ん

な

場

合

す

ぐ

届

出

を

国
民
年
金
に
は
、
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

加
入
す
る
場
合
、
会
社
に
勤
め
て
厚
生
年
金
に
加
人
す
る

場
合
な
ど
は
会
社
で
加
入
の
手
続
き
を
し
て
も
ら
え
ま
す
が
、

国
民
年
金
で
は
自
分
で
市
町
村
役
場
に
出
向
い
て
加
入
の
手

続
き
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

加
入
の
手
続
き
を
し
な
か
っ
た
り
、
お
く
れ
た
り
し
ま
す

と
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
も
生
じ
ま
す
。

そ
の
他
、
加
入
し
て
い
て
住
所
が
変
っ
た
場
合
な
ど
も
届
出

が
必
要
で
す
。

届
出
が
必
要
な
場
合
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
す
ぐ
に
で

も
役
場
福
祉
係
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

ｉ
届出を必要とする事情　　　　　　　必　要　な　届　書　と　書　類　　　　　　　提出期限

● 年金に加入したいとき

20歳となったり、
会社をやめたとき

国民年金被保険者資格取得届、前に国民年金、厚生年金に加人し
ていた人は年金手帳

すみやかに

いつでもサラリーマンの妻
が加人するとき

国民年金被保険者資格取得申出書、前に国民年金、厚生年金に加
人していた人は年金手帳、夫の健康保険証を提出することもある。

● 年金をやめるとき

会社や工場に勤め国民年金被保険者資格喪失届、年金手帳　　　　　　　　　　　　　14日以内
たとき

● 年金に加入しているとき

加入者が死亡した
とき

国民年金被保険者死亡届　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14日以内

氏名をかえたとき 国尺年金被保険者氏名変更届

国民年金被保険者住所変更届
年金手　　　　　　　　14日以内
年金手帳　　　　　　　　　　　　　14日以内住所をかえたとき

年金手帳をなくしたり、よごしたとき
国民年金手帳再交付申請書、破ったりよごしたりしたと声はその　すみやかに
年金手帳も

生活が苦しく保険
料をおさめられなくなったとき

国民年金保険料免除申請書、年金手帳　　　　　　　　　　　　　・いっでも

保険料免除をうけ　国民年金保険料追納申込書、年金手帳　　　　　　　　　　　　　いつでも
ていた人が再びそ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10年以内）
の間の保険料をお
さめようとするとき

新
　
版日置十八景

第11 景

ブルーライン･カントリー倶楽部

こ
こ
に
こ
ん
な
立
派
な
施
設
が
出
来

よ
う
と
は
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
。
先

大
津
と
前
大
津
の
境
界
嶺
に
設
計
さ
れ

突
然
現
わ
れ
た
「
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
は
、
新
生
日
置
町
の

謗
る
大
観
光
地
と
も
な
っ
た
。

こ
の
付
近
の
地
域
は
椎
の
木
峠
続
き

の
境
界
地
で
、
歴
史
上
に
も
中
世
の
山

城
址
（
上
城
址
・
大
内
山
城
址
）
と
古

文
書
（
上
生
上
海
の
境
界
証
文
書
）
な

ど
、
ふ
る
里
史
上
を
飾
る
重
要
地
帯
で

あ
っ
た
が
、
小
高
い
丘
陵
な
が
ら
も
畳

々
と
続
く
雑
木
林
地
帯
で
開
発
利
用
に

は
遅
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
平
和
の
シ
ン

ボ
ル
と
も
言
う
べ
き
健
全
娯
楽
の
出
現

は
、
望
ん
で
も
得
ら
れ
な
い
工
場
誘
致

に
も
増
し
て
日
置
発
展
の
一
拠
点
と
し

て
期
待
は
人
き
い
。
面
積
一
一
○
町
歩

の
広
大
な
山
野
は
伐
採
さ
れ
山
肌
は
削

ら
れ
て
芝
生
が
つ
け
ら
れ
、
な
だ
ら
か

な
丘
陵
は
乙
女
の
柔
肌
に
緑
の
薄
衣
に

着
替
え
し
て
様
相
は
一
変
、
ゴ
ル
フ
場

と
し
て
理
想
的
な
設
計
の
も
と
に
造
形

は
進
め
ら
れ
て
い
る
。

昭
和
五
十
三
年
七
月
三
十
日
オ
ー
プ

ン
で
未
だ
七
、
八
か
月
の
手
入
れ
で
あ

る
が
芝
生
は
生
き
つ
き
造
庭
も
不
順
な

気
候
条
件
を
克
服
し
て
整
備
さ
れ
た
。

普
通
ゴ
ル
フ
場
の
完
成
は
五
か
年
有
余

と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
五
か
年
後
の

全
装
備
完
成
の
暁
に
は
日
本
有
数
の
ゴ

ル
フ
場
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
待
遠
し
い
。

こ
の
地
は
長
門
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
に
沿

い
、
交
通
は
便
利
で
、
然
も
四
囲
の
眺

望
は
絶
佳
で
あ
る
。
束
に
深
川
湾
西
に

油
谷
湾
、
ま
た
奧
阿
武
の
東
天
よ
り
の

日
の
出
、
西
方
油
谷
湾
の
夕
照
と
自
然

美
は
素
晴
ら
し
い
。
空
気
は
清
澄
に
し

て
騒
音
な
く
四
季
の
風
向
も
穏
や
か
で
、

ゴ
ル
フ
場
と
し
て
の
諸
条
件
は
完
全
に

近
い
。
米
ど
こ
ろ
日
置
の
圃
場
整
備
も

完
成
さ
れ
、
古
市
か
ら
放
射
状
に
四
通

発
達
し
た
道
路
は
北
に
南
に
通
じ
、
山

麓
か
ら
山
頂
に
散
在
す
る
聚
落
と
結
び
、

我
ふ
る
里
日
置
の
四
季
は
、
美
し
く
パ

ノ
ラ
マ
の
よ
う
に
展
開
す
る
。
海
を
、

山
を
、
村
落
を
、
田
園
を
…
…
…
を
と
、

こ
の
ゴ
ル
フ
場
か
ら
の
眺
め
は
変
化
に

富
み
、
い
ら
だ
た
し
い
現
代
文
明
病
を

癒
し
て
く
れ
る
と
、
ゴ
ル
フ
ァ
ー
は
勿

論
普
通
人
も
異
口
同
音
に
讃
え
る
。
近

く
当
ゴ
ル
フ
場
に
沿
い
黄
波
戸
浦
に
通

ず
る
道
路
が
開
通
す
る
と
聞
く
。
そ
の

暁
に
は
、
黄
波
戸
温
泉
へ
の
観
光
客
の

増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
近
傍
に
は
北
長

門
海
岸
国
定
公
園
中
の
海
の
耶
馬
渓
と

云
わ
れ
る
海
岸
美
を
は
じ
め
、
史
跡
や

風
光
の
探
勝
に
も
恵
ま
れ
、
古
城
趾
、

日
置
八
幡
宮
、
名
刹
利
生
山
、
千
畳
敷
、

雨
乞
台
、
二
位
ノ
浜
、
堀
田
窯
と
指
呼

の
間
に
あ
る
。
麗
わ
し
い
田
園
風
景
と

清
純
な
人
情
風
俗
の
残
さ
れ
て
い
る
唯

一
の
環
境
地
帯
と
い
っ
て
も
よ
い
。

総
面
積
　
一
一
〇
町
歩

ホ
ー
ル
数
　
一
八
（
六
二
八
四
米
）

駐
車
台
数
　
一
五
○
台

造
成
設
計
施
工
は
三
菱
建
設
、
ゴ
ル
フ

ハ
ウ
ス
は
豪
華
で
憩
の
場
と
し
て
、
ま

た
ゴ
ル
フ
仲
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

場
と
し
て
最
適
で
あ
る
。

ハ
ウ
ス
の
玄
関
前
に
、
向
田
部
落
寄

贈
の
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
の
大
樹
が
植
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
日
置
町
民
の
協
力

体
勢
の
象
徴
と
し
て
高
く
評
価
し
た
い
。

日
置
町
制
施
行
と
、
ほ
ぼ
時
を
同
じ
う

し
て
当
ク
ラ
ブ
が
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と

も
奇
縁
で
あ
る
。
日
置
町
政
の
発
展
と

八
十
年
代
に
ふ
さ
わ
し
い
ゴ
ル
フ
場
の

躍
進
を
念
じ
、
天
与
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン

カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
の
発
展
は
、
実
に

両
者
の
理
解
と
協
力
に
か
か
っ
て
い
る

こ
と
を
強
調
し
た
い
。
　
　
羽
仁
記

海
と
舟
　
若
草
萌
え
る
ゴ
ル
フ
場

ゴ
ル
フ
場
よ
り
連
山
の
遠
霞上

田
雅
生

(プレ ーを楽しむゴルファー)

( ゴルフ・ハウス)
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